
５
月
３
日
の

「ア
ベ
改
憲
」発
言
は
「自

民
１
強
」
か
ら
「
ア
ベ
１
強
」
へ
、
安
倍
首

相
の
「
暴
走
」
が
「
独
裁
」
に
変
質
し
た

も
の
で
す
。
改
憲
派
の
中
で
も
安
倍
首

相
の
発
言
は
自
民
党
す
ら
無
視
し
、

改
憲
派
の
議
論
と
無
関
係
な
独
り
よ

が
り
の
発
言
で
あ
り
、
そ
の
独
裁
性
が

際
立
っ
て
い
ま
す
。

第
一
に
自
民
党
の
２
０
１
２
年
の
改

憲
草
案
を
も
逸
脱
す
る
も
の
で
す
。

自
民
党
の
９
条
改
憲
案
は
２
項
に
「
国

防
軍
」
を
加
え
、
そ
の
規
定
を
明
記
し

て
い
ま
す
が
、
自
民
党
総
裁
が
こ
れ
を

全
く
無
視
し
ま
し
た
。
災
害
救
助
で

肯
定
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
を
明
記
す

る
方
が
得
策
と
考
え
た
の
で
し
よ
う
。

安
倍
首
相
の
発
言
は
自
民
党
総
裁

と
し
て
も
党
内
合
意
を
無
視
し
た
独

断
的
発
言
で
す
。
ま
た
、
こ
の
提
起
は

改
憲
期
日
を
２
０
２
０
年
に
区
切
る

も
の
で
、
絶
対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

第
二
に
衆
議
院
憲
法
審
査
会
が
開

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
で
の
憲
法

に
関
す
る
議
論
や
経
過
を
一
切
考
慮

し
て
い
ま
せ
ん
。
安
倍
首
相
の
意
を
受

け
た
自
民
党
は
「
ア
ベ
改
憲
案
」
を
年

内
に
ま
と
め
、
こ
れ
を
基
に
憲
法
審
査

会
の
審
議
を
２
０
２
０
年
に
改
憲
施

行
さ
せ
る
よ
う
、
強
引
な
運
営
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

第
三
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
は
「
い

か
な
る
種
類
の
政
治
的
、
宗
教
的
も

し
く
は
人
種
的
な
宣
伝
活
動
は
認
め

ら
れ
な
い
。
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
政

治
利
用
し
た
発
言
で
す
。
か
つ
て
の
ナ

チ
ス
と
同
じ
政
治
手
法
で
す
。

第
四
に
、
憲
法

99
条
の
憲
法
擁
護

義
務
違
反
で
す
。
現
役
の
総
理
大
臣

が
改
憲
の
旗
振
り
役
と
化
し
た
、
と
ん

で
も
な
い
事
態
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
「
安
倍
１
強
独
裁
」
へ

の
自
民
党
議
員
の
従
属
と
劣
化
は
ひ

ど
い
も
の
で
す
。
議
員
は
「賛
成
マ
シ
ン
」

と
化
し
、
職
責
の
自
覚
も
社
会
常
識

も
な
い
大
臣
を
並
べ
て
い
ま
す
。
「
森
友

・
加
計
」
問
題
で
は
官
僚
の
口
封
じ
と

統
制
で
逃
げ
切
り
を
謀
り
ま
す
。

そ
し
て
今
、
「
共
謀
罪
」
法
案
で
国
民

の
基
本
的
人
権
や
抵
抗
権
を
奪
お
う

と
し
て
い
ま
す
。

立
憲
野
党
と
私
た
ち
は
束
に
な
り
、

「
安
倍
１
強
独
裁
」
の
政
治
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
ま
し
ょ
う
。
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安倍首相は「暴走」から「アベ１強独裁」へ！

一方的に２０２０年に改憲を宣言

憲
法
施
行
70
年
の
５
月
３
日
、
安
倍
首
相
は
改
憲
派
の
集
会
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
ま
し
た
。
「自
民
党
総
裁
と
し
て
、
憲
法
改
正
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
」と
し
て

「オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
が
生
ま
れ
変
わ
る
２
０
２
０
年
に
憲
法
９
条
に

３
項
を
加
え
、
自
衛
隊
の
存
在
を
明
文
化
す
る
」と
発
言
し
ま
し
た
。

余
り
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
な
発
言
に
自
民
党
も
動
揺
し
ま
し
た
が
、
さ
っ
そ
く
「ア
ベ
１
強

独
裁
」に
従
う
自
民
党
は
、
そ
の
意
を
受
け
て
５
月
24
日
に
自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本

部
（保
岡
興
治
本
部
長
）を
開
き
、
安
倍
首
相
の
意
を
汲
ん
だ
党
三
役
全
員
を
は
じ
め

幹
部
を
補
充
。
年
内
に
も
「ア
ベ
改
憲
草
案
」を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

憲
法
無
視
の
「ア
ベ
１
強
独
裁
」と
２
０
２
０
年
の
「ア
ベ
改
憲
」は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

自
民
改
憲
案
も
無
視

別
の
改
憲
案
と
改
憲
期
日
を
宣
言

憲
法
３
原
則
を
破
壊
す
る
ア
ベ
流
政
治
手
法

憲
法
審
査
会
も
無
視

自
民
党
の
審
議
委
員
も
違
和
感

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
も
無
視

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
政
治
利
用

憲
法
擁
護
義
務
も
無
視

改
憲
の
先
頭
に
立
ち
旗
を
振
る



共
謀
罪
法
案
は
制
定
の
根
拠
が
な
く
、

そ
の
う
え
問
題
点
が
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

①
法
案
制
定
の
理
由
が
「
国
連
越
境
組
織

犯
罪
防
止
条
約
」
批
准
と
い
い
ま
す
。
し
か

し
国
連
は
マ
フ
ィ
ア
な
ど
の
資
金
洗
浄
や

資
金
の
根
絶
を
求
め
た
条
約
の
批
准
を
求

め
て
い
ま
す
。
日
本
は
13
あ
る
国
連
テ
ロ
対

策
条
約
は
批
准
済
み
で
す
。
ま
し
て
や
２

７
７
の
犯
罪
の
対
象
に
拡
大
す
る
根
拠
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
テ
ロ
対
策
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
今

あ
る
処
罰
法
で
十
分
可
能
で
す
。
国
際
テ

ロ
は
刑
罰
の
強
化
の
み
に
頼
る
こ
と
な
く
、

外
交
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
こ
そ
テ
ロ

防
止
策
で
す
。

③
現
行
刑
法
の
基
本
原
則
は
犯
罪
が
現

に
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
処
罰
で
す
。

共
謀
罪
は
２
７
７
の
犯
罪
が
行
わ
れ
る
前

に
事
前
の
「
準
備
行
為
」
と
し
て
拘
束
し
処

罰
し
ま
す
。
刑
法
の
土
台
を
根
底
か
ら
崩

す
も
の
で
す
。

④
２
７
７
の
犯
罪
の
共
謀
を
立
証
す
る
た

め
に
、
「
監
視
」
「
盗
聴
」
「
密
告
」
な
ど
が
日

常
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
警
察
は
や
り
た
い

放
題
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
は
日
常
茶
飯

事
と
な
り
ま
す
。

⑤
ど
の
団
体
や
個
人
が
何
を
考
え
、
ど
ん

な
活
動
を
す
る
か
は
自
由
で
す
。
憲
法
が

「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
」
、
「
集
会
結
社

及
び
言
論
の
自
由
」
を
保
障
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
共
謀
罪
は
こ
れ
に
踏
み
込
み
、

侵
し
ま
す
。

⑥
共
謀
罪
は
厳
密
な
規
定
が
な
く
、
適
用

判
断
は
捜
査
当
局
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
の
政
権
や
行
政
に
と
っ
て
不
都
合
で
邪

魔
と
判
断
さ
れ
た
団
体
や
個
人
に
恣
意

的
に
摘
要
し
、
一
網
打
尽
に
処
罰
で
き
る

も
の
で
、
問
題
点
だ
ら
け
の
法
案
で
す
。

「
共
謀
罪
法
案
」
が
衆
議
院
で
強
行
可
決

さ
れ
た
直
後
の
世
論
調
査
で
は
、
朝
日
新

聞
は
「
審
議
不
十
分
」
が
60
％
、
国
民
の
理

解
は
「
深
ま
っ
て
い
な
い
」
が
73
％
。
ま
た
共

同
通
信
社
も
同
じ
よ
う
な
結
果
で
す
。

国
民
が
わ
か
ら
な
い
状
態
の
ま
ま
、
ま
た

こ
れ
ま
で
の
国
会
審
議
で
は
答
弁
ご
と
に

内
容
が
変
化
し
、
法
務
省
も
「
説
明
で
き

な
い
」
法
案
で
す
。
ま
た
左
の
図
の
「
９
つ
の

論
点
」
は
未
だ
解
明
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
法
案
は
絶
対
に
廃
止
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
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２０１７年６月

“分からない”ではすまされない

あなたもいつか「共謀罪」

共
謀
罪
法
案
（
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
）
は
わ
ず
か
な
修
正
を
加
え
、

５
月
23
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
自
公
与
党
と
日
本
維
新
の
会
に
よ
り
強
行

採
決
さ
れ
ま
し
た
。
法
案
は
参
議
院
の
審
議
に
回
さ
れ
ま
し
た
。
与
党
と
日

本
維
新
の
会
は
、
国
会
会
期
末
の
６
月
18
日
を
延
長
し
、
何
と
し
て
も
参
議

院
で
法
案
の
強
行
突
破
を
謀
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

で
も
こ
の
法
案
は
様
々
な
問
題
点
が
山
積
し
た
ま
ま
で
す
。
政
府
自
身
も

答
弁
が
で
き
ず
、
世
論
調
査
で
も
「
審
議
不
十
分
」
が
多
数
を
占
め
る
中
、

い
い
加
減
で
、
危
険
な
法
案
は
絶
対
に
廃
案
に
し
ま
し
ょ
う
。

共謀罪は
廃案へ！

法
案
の
制
定
理
由
が
な
い

あ
る
の
は
国
民
監
視
と
人
権
抑
圧

審
議
不
十
分
、
疑
問
だ
ら
け
？

そ
れ
で
も
や
る
の
か
、
法
案
採
決

（東
京
新
聞
５
月
30
日
朝
刊
よ
り
）
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